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「第３期 北海道自転車利活用推進計画」骨子 

Ⅰ はじめに                                     

 １ 策定趣旨 

「北海道自転車条例」が目的として掲げる、環境負荷の低減や道民の健康増進、サイク

ルツーリズムを通じた観光の振興等の推進に向け、自転車関連施策を計画的かつ総合的に

推進するため策定した「北海道自転車利活用推進計画」について、推進期間が令和 7 年度

（2025 年度）までとなっていることから、自転車の活用及び安全な利用に関するさらなる

ステップアップに向けた道の施策の展開方向を示す次期計画を策定する。 

 

 ２ 推進期間 

      策定時から令和 12 年度（2030 年度）(仮)までを推進期間とする。 

 

 ３ 計画の位置づけ 

(1) 平成 29（2017）年５月に施行された「自転車活用推進法」第 10 条に基づき、都道府県

自転車活用推進計画として策定 

 

(2) 北海道総合計画における特定分野別計画として位置付け 

 

Ⅱ 自転車を取り巻く環境と課題                            

 １ 自転車を取り巻く環境 

(1) 自転車の利用状況、ヘルメットの着用状況及び損害賠償保険の加入状況 

・日常生活における交通手段では、自転車の利用率は全国平均を下回っている 

・ヘルメットの着用率、損害賠償保険の加入率は、全国平均を下回っている 

 

(2) 道路交通法改正 

・乗車用ヘルメットの着用が義務付けられた（努力義務） 

・運転中のながらスマホが罰則の対象となった 

・酒気帯び運転及び幇助に対して新たに罰則が整備された 

 

(3) 安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン改定 

 

(4) 「トカプチ 400」ナショナルサイクルルートに選定、アドベンチャーツーリズムの推進 

 

 ２ 自転車利活用のさらなるステップアップに向けた課題 

(1) 安全に自転車を利用するための交通ルールと安全教育の徹底 

 

(2) 安心して自転車を利用できる通行空間等の整備 

 

(3) 健康・環境・観光・災害時に資する自転車利用の推進 

【自転車活用推進法（抄）】 

10 条 都道府県は、自転車活用推進計画を勘案して、当該都道府県の区域の実情に応じた自転

車の活用の推進に関する施策を定めた計画を定めるよう努めなければならない。  

11 条 市町村は、自転車活用推進計画及び都道府県自転車活用推進計画を勘案して、当該市町

村の区域の実情に応じた自転車の活用の推進に関する施策を定めた計画を定めるよう努めな

ければならない。 

資料 ２  
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Ⅲ 自転車施策の展開方向                               

 １ めざす姿 

   身近で多くの人が気軽に利用できる交通手段である『自転車』。安心して走れる道と、

みんなで守るルールで安全に、もっと楽しく快適に自転車を利用できる北海道を目指しま

す。『高まる安全性！深まる安心感！広がる自転車∞北海道！！』 
○自転車は多くの人が気軽に利用できる便利な交通手段として、高齢者を含む幅広い

世代に利用されています。道路交通法の改正や通行空間整備の進展により、安全性と

安心感が向上しています。 

○自転車は身近な交通手段として、通勤、通学、買い物、子どもの送迎など、さまざ

まな目的で多くの道民に利用されています。その結果、健康づくりや SDGs への貢献、

さらには環境への配慮にも繋がっています。 

○自転車は健康、環境、観光から、楽しむ自転車として多くの方に利用されています。

ナショナルサイクルルートや大規模な自転車道の整備が進み、道民はもとより、国内

外の多くの人々が本道でサイクリングを楽しんでいます。 

 

 ２ 自転車施策の展開方向 

「めざす姿」の実現に向け、「高まる安全性」、「深まる安心感」の大きな視点に立ち、

自転車の利用拡大に向けた事業展開を図る。 

展開方向１：安全に自転車を利用するための交通ルールと安全教育の徹底 

交通安全教室の実施などにより、交通ルールやマナーの周知徹底を図り、安全に自転車

を利用できる北海道の実現をめざす。 

 

展開方向２：安心して自転車を利用できる通行空間等の整備 

自転車の利活用を促進するため、安心できる通行空間、自転車道の整備を推進し、適切

な維持管理を行うとともに、損害賠償保険への理解促進と未加入者への加入促進を通じて、

道民が安心して自転車を利用できる北海道の実現をめざす。 

 

展開方向３：健康・環境・観光・災害時に資する自転車利用の推進 

あらゆる世代の健康づくりや環境負荷の低減、道内観光の活性化、さらには災害時の移

動手段としても効果的な自転車の特性を活かし、安全・安心な利用の推進、SDGs に資す

る取り組み、シェアサイクルの普及、多様なサイクルツーリズム環境の整備を通じて、自

転車の利活用が日常に根づく北海道の実現をめざす。 

 

Ⅳ 施策の推進                                    

 １ 施策推進の考え方 

道を中心に多くの推進主体、幅広い分野にわたる自転車関連施策を相互に連携させなが  

ら、施策の推進を図る。 

 本計画は持続可能な開発目標（ＳＤＧs） の推進に資するものであり、北海道ＳＤＧs 

推進ビジョンの趣旨を踏まえ、本計画における「めざす姿」の実現に向けた取組を展開す  

る。 

 

 ２ 施策の推進管理 

    本計画の関連事業も含む、北海道の施策・事務事業については、北海道政策評価条例に    

基づく PDCA(PLAN-DO-CHECK-ACTION)サイクルに基づく政策評価による推進管理が   

行われるほか、年度ごとの自転車関連施策の推進状況を取りまとめる。 
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「第３期 北海道自転車利活用推進計画」骨子【第２期比較】 

（方向性の違い・変更内容） 

Ⅱ 自転車を取り巻く現状と課題                            

 １ 自転車を取り巻く現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

Ⅲ 自転車施策の展開方向                               

 １ めざす姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

２ 自転車施策の展開方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 期 

○健康志向の高まりや持続可能な社会の実現、今般の新型コロナ感染症拡大

に伴う生活スタイルの変化などの社会情勢を踏まえた自転車の果たす役割の

高まり 

 

 

第３期 

○道路交通法改正 

・乗車用ヘルメットの着用の義務付け（努力義務） 

・運転中のながらスマホが罰則の対象 

・酒気帯び運転及び幇助に対して新たに罰則整備 

第 2 期 誰もが安全に快適に、そして楽しく自転車を利用できる 

『環境に◎観光に◎健康に◎ もっと、自転車北海道。』 

 

第３期 

身近で多くの人が気軽に利用できる交通手段である『自転車』。安心して走

れる道と、みんなで守るルールで安全に、もっと楽しく快適に自転車を利用

できる北海道を目指します。 

『高まる安全性！深まる安心感！広がる自転車∞北海道！！』 

 

 

第 2 期 

「めざす姿」の実現に向け、「もっと、自転車を知る・使う」「もっと、自転

車を安全・安心に利用する」「もっと、自転車を楽しく・快適に利用する」の

３つの視点に立ち、事業展開を図る。 

・展開方向１：自転車の魅力を生かした多様なサイクルスタイルの実現  

・展開方向２：自転車を安全で安心に利用することのできる環境の構築 

・展開方向３：サイクルツーリズムの推進 

 

 

第３期 

「めざす姿」の実現に向け、「高まる安全性」、「深まる安心感」の大きな視

点に立ち、自転車の利用拡大に向けた事業展開を図る。 

・展開方向１：安全に自転車を利用するための交通ルールと安全教育の徹底 

・展開方向２：安心して自転車を利用できる通行空間等の整備 

・展開方向３：健康・環境・観光・災害時に資する自転車利用の推進 

 

 

 


